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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一端に電気接続するための終端部（１０４）と、反対端に相手方接続ピン（２００）と
接続するための保持端部（１０２）を有する細長い接触部材を備える電気端子（１００）
において、
　前記保持端部（１０２）は、一対の対向する保持ビーム（１１１）と、両保持ビームの
中間に位置する接触ビーム（１１５）を持つ３ビーム形状を有し、
　前記保持ビーム対（１１１）は、同一平面状に配置された平坦部を有し、各平坦部はそ
の端部付近で垂直に突出する歯（１５１）を有し、歯はメッキが施されておらず、両歯の
間に前記ピン（２００）を収容して機械的に固定するための接触界面領域（１５５）を形
成し、よって前記保持ビーム対は、強い保持力をもって前記ピンと機械係合し、
　前記接触ビーム（１１５）は、少なくとも部分的に導電性物質でメッキされており、メ
ッキされた位置で前記ピン（２００）と電気的に係合するように配置され、前記保持ビー
ム対より弱い保持力をもって前記ピンと機械係合することを特徴とする電気端子。
【請求項２】
　前記保持ビーム（１１１）のそれぞれが前記接触ビーム（１１５）におおむね平行に配
設されていることを特徴とする請求項１記載の電気端子。
【請求項３】
　前記接触ビーム（１１５）が前記保持ビーム（１１１）とともに端子の差込み開口部を
形成する湾曲した肩部（１６１）を有することを特徴とする請求項１記載の電気端子。
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【請求項４】
　前記接触部材が、前記端子を対応する端子ハウジングに接続するための少なくとも一つ
の保持爪（１３１）を側面に有することを特徴とする請求項１記載の電気端子。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、コネクタ・ハウジングの中に挿入するように構成した電気端子に関する。特に
、本発明は、３ビーム構造の雌端子に関し、そのうち２本のビームは高い保持力を有し、
第３のビームは標準的な垂直方向の接触力を有する。
【０００２】
【従来の技術】
電気接点および端子は、これまで長い間、電力や信号を搬送する様々なピンの末端部を形
成するとともにピンを接続するのに使用されてきた。ソケット、ばね形歯および可撓性の
スプリングアームのような、多くの電気端子の形状が業界で知られ、使用されている。本
発明は、“音さ”形状の電気端子に関するものであり、これは、一般的に業界で知られて
いるものである。
【０００３】
ある種の音さ形状は、様々なコネクタ構造で使用するように開発されてきた。大きい振動
や衝撃力を受けるような適用方法では、使用中に結合接点が外れないように、保持力が高
い端子が必要となる。音さ型端子は、結合ピン接触子を挿入した時に一対の保持ビームが
外側方向に偏向することにより、端子と挿入した接続ピンとの間に良好な接触力を生成す
るため、有利である。しかし、音さ型形状の電気端子にもある程度の欠点がないわけでは
ない。分岐形状によって保持される雄の接続ピンは、ピンの打ち抜き中のせん断により、
接続面が粗くなる場合がある。同様に、音さ端子の２本の保持ビームの接触面も、打ち抜
き作業中のせん断のため、表面仕上げが比較的粗くなる場合がある。これらの粗い表面同
士の界面は、ピンと端子の間で不充分な電気接触を形成し、結合サイクルを繰り返してい
る間に端子や接点に損傷を引き起こす可能性が高くなる。
【０００４】
従来の音さ型端子固有の問題点を克服しようと、多くの試みがなされてきた。例えば、米
国特許第４，１４０，３６１号で示されている端子は、一対の対向する片持脚と、両脚の
中央に設けた弾性片持脚とを備えたレセプタクルを有している。中央の脚は、結合ピンの
片側と接続し、他の２本の脚は、接続ピンの反対側と接触する。２本の対向する脚は、ピ
ンをそれらの間に挿入すると、外側に向かって偏向し、そのピンを保持できるよう、十分
な接触力をかける。対向する脚と中央の脚は、ケーブル係合部からオフセットしており、
端子が占有するのに十分な空間を確保している。接続ピンを受容する脚は、いずれも、端
子とピンの間を電気接続しやすいような導電性材料による被覆がなされていない。
【０００５】
これに類似した従来の技術の設計が、米国特許第４，５９８，９７２号に示されている。
このタイプの端子は、“クリップ・オン・リード”と呼ばれる。クリップ・オン・リード
は電気接続に適した細長い軸を有し、その上端は、幅が広くなっており一対のフォーク型
固定部材を形成している。前側のばね部材が固定部材に垂直に突出し、湾曲して固定部材
の面に平行になっている。後側固定部材と前側ばね部材はそれらの間に受容された基板に
はんだ付けしてある。その結果、リードは、基板から離れにくくなる。これは、高衝撃／
高振動環境においては、非常に望ましい特性である。しかし、基板の後面から細長い軸が
突出しているため、基板からＰＣボードまでの電気的長さが増し、高周波回路の性能に悪
影響を及ぼす。
【０００６】
上記の形状特有の問題は、ビームが付与する大きい垂直力が接触領域を損傷し、コネクタ
系統が早い時期に不良を引き起こしかねないことである。さらに、分岐の接触面にメッキ
が施されているか、もしくは金のような導電性材料で被覆されていると、高い保持力と粗
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い材料の縁部が組み合わさって被覆に損傷を与え、使用寿命が短くなり、それに伴って生
産とメンテナンスのコストが高くなる。
【０００７】
音さ型端子形状の変形例が米国特許第５，２５２，０９７号に開示されている。この特許
では、接触部材を構成し、可撓性のビームに実質的に垂直な面に延在する一対の可撓性の
ビームを有する雌型電気端子を提供している。各可撓性ビームの接触面は金もしくはすず
の被覆層を有する。この形状の接触ビームの偏向は、組み立てる前に予め決められており
、それによって、組み立て後は正確性の高い接触が可能となる。可撓性ビームの偏向は、
誘導ビームによって制限され，従来の雄型ピン接点の導入とは関係がない。使用中は、高
く、一定の接触圧が、接触領域の腐食を防ぎ、振動または衝撃が起きても完全な状態の信
号を伝達することができる。しかし、このコネクタは、他のコネクタの設計と同様に、接
触領域上に選択的に金を付着させるのが困難である。すなわち、ビームの端部全体を浸せ
きメッキしなければならず、この工程は、金の消費が大きく、それによって、製造コスト
が高くなる。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
従って、端子の使用寿命を低減することなく、保持力の高い電気端子を提供するのが望ま
しい。
【０００９】
【目的】
従って、本発明の目的は、接触ピンを収容するための改良された電気端子を提供すること
にある。
【００１０】
本発明の別の目的は、強い振動および衝撃力を生じる作業中でも高い保持力を維持する電
気端子を提供することにある。
【００１１】
本発明の別の目的は、端子が係合しているピン接点に損傷を与えないような電気端子を提
供することにある。
【００１２】
本発明の別の目的は、２本のビームが必要とされる高い保持力を提供し、第３のビームが
標準的な垂直力の接触を提供する、３ビーム構造の電気端子を提供することにある。
【００１３】
本発明の別の目的は、接触ビームを選択的に金メッキできる３ビーム構造の電気端子を提
供することにある。
【００１４】
【課題を解決するための手段】
これらの、そして他の目的を有効に達成するため、本発明は、２本の保持ビームがそれら
の間に配設された従来の雄型ピン接触子に対し、高い垂直方向の保持力を提供するような
３ビーム構造を有する雌型電気端子を提供する。第３のビームは、標準的な垂直方向の力
を提供し、その上に形成された接触界面領域上には、選択的に金メッキを施してある。接
触界面領域は、雄型ピン接触子と端子が電気接続を確立する領域を形成する。コネクタ・
ビームは、雄型ピン接触子が保持される空間を形成するように、保持ビームからオフセッ
トしてある。
【００１５】
【発明の実施の形態】
電気端子は、一般的に、２本のビームが電気コンダクタの結合ピン接触子を固定するため
に必要な保持力を提供し、第３のビームが標準的な垂直方向の接触力を提供する３ビーム
構造の“音さ”型である。第３のビームは、金のような導電性材料で選択的に被覆してあ
り、対向する実質的に平行な２本の保持ビームからオフセットしてある。第３のビームは
、端子と接続ピンとを電気的に接続する役割を果たす。３本のビームは、同じ平面上にあ
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る係合領域に延在する端子本体領域で互いに接続されている。係合領域は、端子を端子ハ
ウジングに固定するための歯を形成している。本体は、対向する側面を有し、そのそれぞ
れ、もしくは両方は、その上に垂直に形成された突起を有している。突起は、実質的に端
子ハウジング内の対応する雌形凹部内に保持されるような寸法および形状である。突起は
、端子が大きい振動もしくは衝撃力を受けるような適用方法で、端子をさらにしっかり固
定するための固定タブとして作用する。
【００１６】
図１は、従来の雄型接続ピン２を収容する細長い従来の音さ型端子１を示している。端子
１は、ピン２を受容するためのレセプタクル部１０と、マルチコンダクタ・ケーブルの導
体と係合するための絶縁除去接触部１２と、その間のコネクタ本体１６を包含する。レセ
プタクル部１０は、互いに間隔をあけて位置し、間に雄型ピン２を固定して係合するため
の自由な差込み領域を形成する、一対の保持ビーム１１を形成している。各ビーム１１は
、十分な電気接続を維持するためにピン２に対して高い保持力をかける。
【００１７】
図１(a) でさらに詳しく示すように、各保持ビーム１１は、相手ビームに向かって内側に
延びる歯１５を有する。各歯１５は、保持ビーム１１の内側表面から垂直に突出しており
、ビーム先端に形成されている。また、各歯１５は、相手ビーム１１に面する側面上に接
触領域１８を有し、これらの接触領域は互いに平行である。各接触領域１８は、端子がピ
ン２と電気接触を確立する領域を形成する。接触領域は、端子と導体との間に確実な電気
接触を確立しやすいよう、それぞれが金のような導電性材料で被覆されている。
【００１８】
当然のことながら、接触領域１８を被覆するのは、困難であり、高価である。接触ビーム
の設計上、それぞれの接触領域の上に金を選択的に付着させるのは非常に困難である。す
なわち、保持ビームの端部全体を浸せきメッキしなければならないため、金の消費量が多
く、それに伴って生産コストが高くなる。さらに、音さ型端子の場合、保持ビーム１１に
よる保持力が高くなるため、接触領域の金めっき仕上げに対する損傷が促進される。この
ように、電気接触領域に対する損傷が加速されると、接続システムに早くから不良が起こ
り、操作およびメンテナンスにかかるコストが高くなってしまう。
【００１９】
図１および図１(b) に示すピン２は、典型的な方形断面を有する雄型ピン接触子であり、
東西南北と記された４つの面を有する。ピン２は、実質的に方尖形状であり、方形断面を
有する細長い本体２１が尖った先端部２３に向かって先細になっている。ここに示したよ
うなピンは、方形断面のワイヤから製造され、上記４面が滑らかになるよう形成されるこ
とが多い。しかし、適用方法によっては、ピンは、適正な厚みの金属片から打ち抜きされ
る場合もあり、その場合は、打ち抜き工程中に金型の中でせん断されるため、東および西
の面が粗い。この場合、北と南の面のみが滑らかとなる。
【００２０】
端子１の反対側端部に形成されている絶縁除去接触部１２は、従来の刃型絶縁除去構造で
もよい。このような形状により、絶縁導体に対する絶縁除去型電気接続が可能になる。こ
こでは、例として絶縁除去接触部１２を示しているが、どのような接触端部を採用しても
よい。
【００２１】
典型的な音さ型設計では、ピンに垂直方向の大きい力をかける２本の堅い保持ビーム１１
を設けることにより、大きい保持力を達成することができる。ビームは、ピン２の東およ
び西の面と接触することになるが、それらは上述のような粗い面を有している場合がある
。さらに、保持ビームの接触面は、打ち抜き作業中のせん断により比較的粗い表面仕上げ
となっており、それによって電気接触が悪くなる可能性が高くなり、操作中にピンに損傷
を与える可能性も高くなる。
【００２２】
ここで、図２、図２(a) 、図３、および図４を参照しながら、本発明の電気端子を説明す
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る。
【００２３】
雌型３ビーム端子１００は、一端に保持領域１０２と、他端に絶縁除去接触部１０４と、
その間に本体部１０６を有する、細長く実質的に平坦な部材である。絶縁除去接触部１０
４およびコネクタ本体１０６は、互いに実質的に同じ平面状にあり、両方とも保持領域１
０２が形成されている面と平行である。
【００２４】
保持領域１０２は３ビーム構造を形成しており、保持ビーム１１１がピン２００と着脱式
に係合するための高い保持力を提供し、接触ビーム１１５が、ピン２００と端子１００と
の間で電気接触を確立し、維持するための標準的な垂直方向の力と接触界面領域とを提供
している。ピン２００は、既述の、図１(b)で示した従来の方形断面を有する雄型ピン接
触子である。
【００２５】
２本の保持ビーム１１１と１本の接触ビーム１１５は、端子１００上の保持領域１０２と
コネクタ本体１０６の境界面で互いに接続されている。コネクタ本体１０６は、絶縁除去
接触部１０４と実質的に同じ平面上にあり、二つの側面１２０を有する。側面１２０のど
ちらか一方もしくは両方に、端子ハウジングに端子１００を着脱式に固定するための保持
爪１３１を側面１２０から垂直に突出するように設けてもよい。各保持爪１３１は、断面
が長方形のタブの形状であり、端子ハウジング内の対応する雌ソケットの中に嵌合し、係
合するような寸法および形状を有している。これにより、端子は、接触子接続システムの
使用中に端子ハウジングから外れない様に、使用位置に固定される。
【００２６】
一対の保持ビーム１１１が、コネクタ本体１０６および絶縁除去接触部１０４と同じ平面
上に位置するようにしてコネクタ本体１０６から延在している。ビーム１１１は、“音さ
”形状を有し、ビームが互いに同一面上で平行に対向している。ビーム１１１は、堅く、
細長い部材で、傾斜部１４０によって、コネクタ本体１０６からオフセットして位置して
いる。傾斜部１４０の坂は、保持ビームと接触ビームの間に形成される固有のスペースの
パラメータを決定し、そのスペースに対応する結合ピン２００が摺動可能に係合される。
ビーム１１１は、ピン２００の東と西の面に対し、垂直方向の大きな保持力をかけ、ピン
をその間に着脱式に固定する。
【００２７】
図２(a) に示すように、それぞれの保持ビーム１１１は、歯１５１が形成された自由端を
有する細長い部材を含む。各歯１５１は各保持ビームの内側の面から垂直に突出し、対向
する内面に向かって内側方向に延在している。各歯１５１は、ビームがピン２００に機械
的に係合する接触界面領域１５５を有する。各接触界面領域は、それが形成されている保
持ビームの内側表面に平行であり、対向する接触界面領域の方向に向かって内側に向いて
いる。接触界面領域１５５は、端子１００と雄型ピン２００との間に確実な電気接続を確
立できるよう、十分な寸法と形状を有する。従来技術の音さ型設計とは異なり、保持ビー
ム１１１も歯１５１も金メッキしていない。
【００２８】
　図３および４を見るとわかるように、保持領域１０２とコネクタ本体１０６との間の境
界面で保持ビーム１１１と接続している接触ビーム１１５が設けられている。ビーム１１
５の長さは、保持ビームより実質的に短く、両保持ビーム１１１の間の空間に広がってい
る。ビーム１１５は、保持ビーム１１１の長さ方向に延在し湾曲した肩部１６１で終端し
ている。また、ビーム１１５は、コネクタ本体１０６とおおむね同一平面を保ち、コネク
タ本体１０６のように、保持ビーム１１１が形成されている面からオフセットするように
、コネクタ本体から外側に延在している。ビーム１１１および１１５は、対応する寸法の
雄ピン２００が摺動可能に係合する自由開口部が形成されるように配置される。
【００２９】
ここで図２(a) に戻るが、接触ビーム１１５は、金のような導電性材料でメッキを施した
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接触界面領域１７５を有する。接触界面領域は、端子１００と雄型ピン２００が互いに電
気的に接触する領域を形成する。端子１００とピン２００の間の接触は、ピン２００の滑
らかな面である北側面で起こる。ピン２００の滑らかな北側面上に界面が確立することに
より、金メッキへの損傷をなくすことができ、それによってコネクタシステムの使用寿命
を延ばすことができる。
【００３０】
端子１００の絶縁除去接触部１０４は、絶縁した導体と絶縁除去方式で係合するための公
知の溝孔突き刃型形状である。細長いプロング１８１は、コネクタ本体１０６から外側に
向かって延在しており、間に導体を摩擦係合するような寸法と形状の係合溝１８４を形成
している。プロング１８１は、端子１００のコネクタ本体１０６と接触ビーム１１５とお
おむね同一平面上にあり、すでに説明したように、保持ビーム１１１が形成されている面
に平行である。
【００３１】
端子１００は、打ち抜き工程で形成され、その工程では、接触部、二つの保持部、接続面
および二重プロング状導体部を有する打ち抜き未完成金属片を作成する。端子は、打ちぬ
いた未完成金属片（図示せず）を、上下の型を使って予め決められた折り曲げ線に沿って
折り曲げることによって形成する。本発明では、打ち抜かれた時の端子は、平坦な位置に
形成されている保持ビームと、同時に形成された接触ビームを示している。コネクタシス
テムの組立の直前に、保持ビームをその使用位置（図２および２(a) に示すように）に置
かれるように形成する。この形成作業は、別途コストをかけることなく、組み立て機械で
行うことができる。
【００３２】
【発明の効果】
この形状では、接触ビーム１１５は、保持ビーム１１１からは完全に独立しており、従っ
て、最適な垂直方向接触力を正確にかけて信頼性のある電気的界面を確立するように設計
されている。さらに、この設計により、接触ビーム１１５に選択的にメッキを施すことが
でき、金の使用とそれに付随する生産コストを最低限に抑えることができる。
【００３３】
上述のように、本発明は、３ビーム組み立て体を有する電気端子形状を提供している。２
本のビームが主に電気接触ピンを保持するために設けられており、第３のビームは、主に
、ピンと端子の間の電気接触のために設けられている。この形状は、従来の音さ型設計よ
り実質的に低いコストで形成することができるとともに、コネクタシステムの寿命が長く
なる。
【００３４】
これまで説明し、示してきた構造に対する様々な変更については、当業者にとって明らか
であろう。また、特に開示した本発明の範囲については請求の範囲で述べている。
【図面の簡単な説明】
【図１】従来の技術および従来の雄型ピンを備えた、接触子接続システムの上面斜視図で
ある。
【図１ａ】図１に示した電気端子の上面斜視図である。
【図１ｂ】図１に示した従来の雄型ピンの斜視図である。
【図２】本発明の電気端子と従来の雄型ピンを備えた、接触子接続システムの上面斜視図
である。
【図２ａ】図２の電気端子の上面斜視図である。
【図３】図２の接続システムの側面図である。
【図４】図２の接続システムの底面斜視図である。
【符号の説明】
１　端子
２　雄型ピン
１０　レセプタクル部
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１１　保持ビーム
１２　絶縁除去接触部
１３　プロング
１４　係合溝
１５　歯
１６　コネクタ本体
１８　接触領域
２３　先端部
１００　雌型３ビーム端子
１０２　保持領域
１０４　絶縁除去接触部
１０６　コネクタ本体
１１１　保持ビーム
１１５　接触ビーム
１２０　側面
１３１　保持爪
１４０　傾斜部
１５１　歯
１５５　接触界面領域
１６１　肩部
１７５　接触界面領域
１８１　プロング
１８４　係合溝
２００　ピン

【図１】 【図１ａ】
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